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            教 授 林  正則 
            （副査） 
            教 授 市川  明  准教授 三谷 研爾 
論 文 内 容 の 要 旨 




ページ（400 字詰め原稿用紙換算で約 1,120 枚）に及ぶ。 
 第１部では、フリッシュの「順列の美学」が論じられている。理論的なものから意識的に距離を置いた作家フリッ
シュに、体系的な美学論は存在しない。論者はしかし、作品の背後に確かに存在するはずの「暗黙の美学」に注目し、











































んだ時期として 1944/45 年を挟む時代にはじめて照明を当てたこと、また『日記 1946－1949』、『伝記 一つの演
戯』、『モントーク岬』のようなこれまでどちらかと言うと研究の周縁に置かれてきたテクストの斬新な読み直しと
再評価を提示したこと、さらには「順列の美学」とフロイトの精神分析学、レヴィ・ストロースの神話学との「思考
の同型性」に導かれてフリッシュの仕事を 20 世紀思想史・文化史の大きなコンテクストの中に位置づけたことなど
は、本論文がフリッシュ研究にもたらした目覚しい成果である。 
 「私の経験はいかにして表現へともたらされるか？」という問いをめぐって、テクストの内在的な読みから出発し
た論者の研究が、やがて「順列の美学」の発見に行き着き、「語りえないもの」としての「内なる外部」という考想
を経て、テクストの外部への通路を拓いてゆく。こうした研究の歩みそのものが、フリッシュの作家としての歩みと
重なり合い、内から外へそして再び外から内へという往還が描き出す軌跡の内側に、フリッシュ文学の豊穣な空間が
次第に姿を現してくるプロセスはまことにスリリングである。論者の緻密で粘り強い論述は、これまでのフリッシュ
研究の精力的な渉猟と検討に支えられ、きわめて説得的である。 
 ただ、大部な本論文の各章は既発表の論文をもとに手を加え、テーマに沿って再構成されたものであり、こうした
成立事情から、記述にまま重複が見られる点が惜しまれる。「順列の美学」という根幹を成す概念についても、もう
少し論者の説明が必要だろう。しかしそれは、本論文がフリッシュ研究において果たした寄与の重大さをいささかも
損なうものではない。よって、本論文を博士（文学）の学位にふさわしいものと認定する。 
